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作lltllTとの差は51cmである。
・大きく描かれた「花に着目したとき、近づいて見てみたい距離」は、4人が
モニタヒの画像の方を、より近づいて兄たいとしており、6人の平均値で見
ると、オリジナル作品89cm、モニタヒの画像81cmである。
・「特に中央の臼い花に着Flしたとき、近づいて見てみたい距離」でもほぼ同
様の傾向であり、平均値でオリジナル作品54crn、モニタLの画像50Cm
である。
・「最も鑑賞しやすい距離よりも離れて見てみたい距離」では、実質的な川
答をした全員がオリジナル作品の方を遠くから見てみたいとしている。平均
値で、オリジナル作品364cm、モニタヒの画像265cmでその差は約
1〔〕Ocmである。
　以上を総合してみると、オリジナル作品よりもモニタ上の画像の方に近づい
て兄る方が見やすく、その平均距離は「最適距離176cm」「より近づいて
81cm」「特に一部に着目したとき50cm」である。
　なお、距離とは別に「違った観点から兄てみたいか」との設問には表2のよう
な回答があり、以下のようにまとめられよう。
　・オリジナル作品の場合も、モニタLの場合も実験では真IE面からの距離
　を測っているが、斜めからの視角が望まれている。モニタ画像では、特に
　自分の位置を変えずに作品の大きさを変えて見たいという意向がある。この
　ことは、モニタとの物理的距離を変えずに作品画像との距離1惑や視角を変
　えるということであり、作品画像の蓄積・表示方式に工夫が求められていると
　いえよう。
結論
ここで行った実験を通して、超高精細モニタ上の記号文字の最適視認距離
は200～250cmであり、他方、実際の作品画像の例から得られた最適視認
距離iは176cmであった。解像力チャート試験でも、176crnあるいはそれ以ヒ
の距離をおいた方がよいことが分かり、実際の作品画像に関して得られた最
適視認距離176cmの信1遇性を裏づけるものとなった。しかし、200～250cmと
176cm、この両者の差は何に起因しているのであろうか。両者の問に解像力
チャートを置いてみると、実験方法の相遠とともに、対象画1像がランドルト環
や解像力チャートという無機的な記号や図形である場合と彩色した絵画1作
品であることなどによる心理的な違いなども要因の一つといえるかもしれない。ま
た、デジタルギャラリーにおけるモニタと椅子（に座った場合の日の位置）との
実際の設定距離、約130cmは、　L記の実験で得られたf直よりさらに小さいこ
とも指摘しておかなければならない。ここで最適と見なしている距離の設定に
は、絵画や版画・素描などの作品画像のみならず図13に兄るようなタイトル・
制作年・サイズなどの作rl晶基本データや解説文の文字の大きさ（小ささ）、さ
らにはブース内の明度、物理的狭ド益度、椅子の数などが勘案されている。
　今回の報告は、限られた数の実験結果から導き出されたデータに基づい
たいまだ不確定要素の大きい、暫定的な予備報告といった性格のものに過
図1：1
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ぎない。今後、得られたデータを参考に、さらに異なった種類の作品を対象と
し、今川とは違う観点からも本格的な実験を行い、デジタル画像提供の際の
物理的な距離設’定の改善を図るとともに、画像白体を拡大表示するなど、より
効果的な画像蓄積・表ン示システムの開発を図りたい。
なお、デジタルギャラリーの公開端末では、各作品についてあらかじめ三
か所の部分が指定してあり、これらを拡大表示することができる。これをさら
に効果1白にするため試験運川として内部川編集システムにおいては、任意部
分拡人［自由拡大］ソフトウェアを備え、先に記した8×10インチ判カラーポジ
フィルムのデジタル化により得られた、1111可像あたり240メガバイト程度の画像
の表示試験を行っており、良好な結果を得ていることを付け加えておきたい。
　イミ研究のために被験者として協力していただいた川、’1：西洋）ミli；f館学芸課’1青報資料イ系研究補佐
員q999．200｛川モ度｝の諸氏に、心よりお礼中しトげ’る，
1． 1｜イペ無線NWU・91A画素有効エリア28インチ、　L670万色表示、60Hzノンインターレースノ∫式、
、2フtルム等に、その乳剤の製造バッチこ’とに、または出荷時の相違、乳剤特性の若1㌔の相違等
によって区別するためにつけた番号。
L31　1ii］・銘柄のモニタを使川しても、設定や環境等によって、画1質は影響を受ける‘、
［川原板に使川したのは、4×5インチ判のカラーポジフfルム。
1i）1176cmと81ernという実験距離は、後述するアンリ・ファンタンーラトゥール　佗と果物、ワイン容れの
ある静物1865年を使川Lた実辱藁において得られた数値から・導き出した一
6モアレIMoire已いうのは、簾やレースのカーテンのような繰り返しのパターンがあるものを市ね
て、少しすつずらした時等に、元のハターンよりもヒ・アチの粗い縞模様が観察される現象をいう．画素
のヒッチに近い繰り返しバターンを撮影すると、このモアレが現れて画像にわずらわしいハターンがで
てくることがある、テレビの画像で、細かいストライプのシャツを肴たJv物が映し川された時等に、その
ストライフの部分にちらちらとしたパターンが兄えることがあるのもモアレの．．・例である。これはそのストラ
イフが、走吉線や搬像素∫・の画素と「渉してモアレを発生しているのである。モアレにはスキャ；ン
グ時のモアレとモニタヒのモアレとがある。また、モアレはドラムスキャナでもフラットベッドスキャナで
もデジタルカメラでも起こる。
71ジヤギー（Jaggy）。エイリアシング（Aliasing）ともいう。コンピュータ・グラフィックス等で画lrliの解
像度が低いために図形がぎざぎざ、段々に表現されること。階段状のぎざぎざ。ピクセル｛二よる直線
性のズレ．
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